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足立織物㈱

ひょうご産業SDGs認証事業
を活用して 社長

足立 美由希

●大規模展示会に出展できた
●従業員のSDGsへの意識が高まった
●人材採用につながる特典を得られた

毛布のリユース・リサイクルを中心に
持続可能な事業に取り組む

多可町

二人がかりで丁寧に毛布を畳みます

帰宅困難者の声から主力商品が誕生
　同社は1950年に播州織の産地、多可町で創業。「お客
様の声をカタチに」をモットーに紡いできた75年の歴
史には、二つの大きな節目がありました。一つ目は足立
利信会長が社長だった2004年、後に特許を取得する真
空パッキング技術を開発したことです。葬儀用品を扱う
会社から、弔問客に渡すタオルギフトをコンパクトにで
きないかと相談され思い付きました。「ギフトは見た目
が大事。パッケージの表面が真っ平らになるよう、圧力
のかけ方や空気の抜き加減を何度も試行錯誤したそうで
す」と足立美由希社長は話します。
　次の節目が11年3月に発生した東日本大震災をきっ
かけに、真空技術で収納しやすい非常用の毛布を作った
こと。交通機関がストップし事務所で夜を明かしたとい
う東京の問屋から懇願されました。タオルと毛布では
伸縮性や弾力性が異なるため、ほぼ一からの開発とな
りましたが、同年12月には発売にこぎ着けました。これ
を機に圧縮毛布の量産態勢に入り、13年にはA4サイズ
に縮小。全国の自治体から注文が増えました。「200㎝ ×
120㎝ の毛布を48回折り、厚さ3.5㎝ まで圧縮します。

デスクの引き出しや書棚でも保管できると好評です」

エコプロで毛布のリサイクル品をPR
　2012年に入社した当初から、社会貢献活動や環境に
配慮したものづくりに興味があったという足立社長。16
年に世界規模で取り組みが始まったSDGsにも、おのず
と関心を持つようになりました。21年に社長就任後、日
頃の業務内容を洗い出してSDGsの17の目標に当ては
め、現状と30年までの達成目標をまとめたロードマップ
を作成し、ホームページに掲載しました。「普段は意識し
ていないけれど、意外とやっているなと思いましたね」
　同社ならではの取り組みの一つが、10年間の保管期限
が切れた圧縮毛布の回収です。検品後、十分に使用でき
る毛布はリパックし、傷んでいるものは専用の機械で綿
に戻して非常用クッションや軍手に再利用します。
　23年2月に県の「ひょうご産業SDGs推進宣言企業」
に登録され、24年4月には「ひょうご産業SDGs認証企
業」のゴールドステージに認証されました。「大規模展示
会に優先出展できる特典を使って、12月に東京であった
エコプロに毛布のリサイクル品を出しました」と足立社
長。認証企業には県の奨学金返済支援制度の補助期間を

制度利用の流れ
2023年2月 23年9月 24年4月 12月
ひょうご産業SDGs
推進宣言企業に登録

ひょうご産業SDGs
認証企業に申請

認証企業のゴールド
ステージに認証される

ゴールドステージの
特典で展示会に出展



JUMP 3

圧縮した毛布はぴたりと箱に収まります リサイクル素材から生まれた非常用クッションや軍手

最長17年まで延長できるという特典もあり、「今後の人
材採用で大きなメリットになる」と言います。
　取り組みを進める中で、従業員のSDGsへの意識も高
まってきました。「100年企業を目指し、今後もより良い
ものづくりにまい進します」と前を見据えます。
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株式会社 神戸新聞総合印刷

ひょうご産業
SDGs認証事業

兵庫県が宣言企業のSDGsの取り組みを評価・認証
する制度です。

•認証書が交付されます
•中小企業融資制度の「SDGs支援貸付」を利用できます
•社債発行の際に保証料率が割引されます
•大規模展示会に出展できます
•就活生向けの合同企業説明会に出展できます
•SDGsの取り組みのPR動画を学生が制作します

※認証ステージに応じて内容が異なります

問ひょうご産業活性化センター成長支援課
Ｔ 078-977-9117
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

【対象】ひょうご産業SDGs推進宣言事業の登録企業
【要件】①チェックシート（30項目）による自己評価の実施
　　　②5年以内に目指す3つの目標の設定と取り組みの明確化
　　　③ひょうごSDGs Hubへの参画
※�SDGsの取り組みに関するチェックシートを基にスタンダード、アドバ

ンスト、ゴールドの3区分（ステージ）で認証します

企認 業証 のメリット


